業界横断2018-2-02

2018年度 第1回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

１．開催日時　：　2018年7月3日（火） 14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階6-61会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　　　　　　
　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 
　　　幹事会員　　　斉藤　孝平　　　株式会社NTTデータ
幹事会員　　　岡村　俊也　　　株式会社グローバルワイズ
      幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション

      幹事会員　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　遠藤侑太郎　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　　枡井　大貴　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　　赤沼　弘史　　　日本情報通信株式会社
　　　正会員　　　　花澤　健二　　　キヤノンITソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　川路　義隆　　　有限会社スクラッチソフト
　　　正会員　　　　高橋　則子　　　株式会社ワイ・ディ・シー

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　浜田　祐太　　　一般社団法人全国銀行協会
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者　16名
４．議事概要　
  2018年度第1回国際／業界横断EDIタスクフォースは、今年度の出席委員の自己紹介とリーダーの選任を行い、以下の議事を実施した。（資料：業界横断2018-1-01）
４－１．2018年度国際／業界横断EDIタスクフォース委員紹介及びリーダーの選任
　本日出席の各委員の自己紹介を行った。（上記の出席者参照）続いて、リーダーの選任を行い、兼子邦彦氏が全会一致で決議された。（資料：業界横断 2018-1-02）
４－２．2018年度国際／業界横断EDIタスクフォース活動計画
　事務局菅又より2018年度国際／業界横断EDIタスクフォース活動計画の説明があった。（資料：業界横断 2018-1-03）

（説明概要）
・当タスクフォースは国際標準を旗印に、業界横断EDI仕様の国内と国外への展開とそれを支えるネットワークの相互運用性を進める。

・ものづくりにおけるIOT企業間連携の検討を行う。先行している企業へのヒアリングを予定。
・国際標準化の推進は、共通辞書の日本語化を行いWEBで公開していく。
・国内業界への展開のため、業界横断EDIメッセージレジストリへの登録と公開を行う。

・今年度のスケジュールは以下の通り。

（注）なお、スケジュール表上段のCCL追加要求提案は開始時期を7月中旬から始める旨の提案があった。
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４－３．業界横断EDIレジストリ最新状況
　事務局菅又より業界横断EDIレジストリ最新状況の説明及び共通コード表の説明が

あった。（資料：業界横断 2018-1-04、業界横断 2018-1-05）
・4－2の今年度の活動計画で述べたように、業界横断EDIレジストリ（WEB）の

公開を準備している。その内容を資料にて説明した。

・コード表については追加があれば申し出てもらいたい。

【質疑】

１．公開するレジストリはexcel表の形式となっているが、プログラムを書く人はスキーマが欲しいのではないか。（遠城、川路）
⇒スキーマを入れることはできる。用途に合わせて対応したい。（菅又）

２．バージョン管理もお願いしたい。（川路）

⇒検討する。（菅又）

３．Copyright表示が古い。2015年のまま。（遠城）

⇒検討する。（菅又）

４．コード表については、JEC版サブセットではこのほかにも多くのコード値がある旨の表記をお願いしたい。（斉藤孝）
⇒承知している。（菅又）
４－４．業界横断EDI仕様の国内展開
  次に業界横断EDI仕様の国内展開として、ITコーディネータ協会川内氏より中小企業共通EDI最新状況の説明があった。（資料：業界横断 2018-1-06）
・中小企業庁の公募事業（実証プロジェクト）を経て「中小企業共通EDI標準（初版）」を策定した。内容は3つの文書からなる。

①中小企業共通EDI標準仕様書　

②中小企業共通EDIメッセージガイドライン　

③中小企業共通EDI実装ガイドライン
・普及に向けては民間主導ということで、新たに「普及推進協議会」を設置する。但し、2018年度以降となる。当面は、ITC協会「つなぐIT推進委員会」とITベンダー中心の「つなぐITコンソーシアム」が連携して行う。

・今年度の新たな公募事業「中小企業決済情報管理支援事業」においては、自動消込ができるようなアプリを提供してもらいたい。

【質疑】

１．公募事業では、「中小企業共通EDIメッセージ」を使う前提になるが、現在は「注文」部分のプロセスしかない。早期に他のプロセス（見積～支払通知）の登録が必要ではないか？（菅又）

⇒「標準メッセージ」というには「標準プロセス」がないと名乗れないのではないか。（遠城）

⇒標準部会で決めていくことになるが、時間がかかる。請求メッセージの軽減税率とインボイス制度は盛り込みたいと考えている。（川内）
⇒公募に提示しているベンダーはすでに方針を決めており、実証モデルプロジェクトでは新しいバージョンの提示はいらないと思う。（遠城）

⇒現在、中小企業共通EDIでWEBにてアップしているのは2017年3月版であり、これを最新版の内容に更新してほしい。（菅又）

４－５．IOTの活用事例について
　今年度のリーダー兼子氏（小島プレス工業株式会社）より、IOT活用事例の発表があった。（配布資料なし、スライドによる説明）
（１）タイの工場における生産設備の状況を画像認識してさらに数値化して日本で検証する事例
　　予防保全やシミュレーションへの活用を期待しているが、実際にはまだ十分な成果は得られていない。
（２）リアルタイム原価計算としてのIOT活用

　　リアルタイムに原価を把握しようという試みであり、経営者にとっては注目するテーマと考える。去る3月27日に一橋大学にて行われたセミナー（日本原価計算研究学会主催）で尾畑裕教授による講演があった。見える化だけではIOTの活用が物足りないと感じており、このような経営者に直接役立つような試みに着目している。
４－６．次回の開催予定

　次回の開催日程を決めて本日の議事をすべて終了した。

次回日程及び開催場所は以下の通りです。

◆第2回国際／業界横断EDIタスクフォース
　　日時：2018年9月6日（木）14時―17時
　　場所：機械振興会館　6階6-61会議室


配布資料 一覧： 　　
　　
業界横断2018-1-01　第1回国際／業界横断EDI TF議事次第
業界横断2018-1-02　2018年度国際／業界横断EDI TF委員名簿

業界横断2018-1-03　2018年度国際／業界横断EDI TF活動計画

業界横断2018-1-04　業界横断EDIレジストリ
業界横断2018-1-05　共通コード表V4

業界横断2018-1-06　中小企業共通EDI最新状況
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